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上田祇園祭
７月18日
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で
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国
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開
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ん
で
く
れ
ま
し
た
。
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上田商工会議所

唐澤信広（からさわ・のぶひろ）さん

　今回の上田大花火大会では、21のプログラム・約
8,000発の花火がたくさんの企業の協力のおかげで
上がりました。今年は不況により、協賛金が何
百万円か減ってしまいましたが、常田新橋の上で

上がっていた７号玉を止めたり、広告費用
の調整をするなどして実質的な打ち上げ金額を
確保できました。見ている方々の近くでスター
マインを上げるなどの工夫をしました。
　去年は雨が降ってしまい帰ってしまった人が
多かったようですが、今年は防備をして見に来
てくれた人がたくさんいました。
　また、警備やごみの片付けなどで多くの市民
の皆さんがボランティアで支えてくれました。

第22回
信州上田大花火大会
８月５日
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第38回
上田わっしょい
７月25日

アバターはネット上における利用者の化身
オンラインゲームやビジュアルチャット・掲示板など
のインターネットコミュニティにおいて、ユーザー（利用
者）の分身として髪形・服・アクセサリーなどを自由に着
せ替えできるオリジナルのキャラクターを
「アバター」といいます。
サマーウォーズでは、デジタル仮想都市O

オズ

Z
が描かれ、アバターが多数登場します。
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GO! SHIODOME 
ジャンボリーワッショイ! 2009
サマーウォーズデイ
８月６日

この夏、大注目の映画「サマーウォーズ」の舞台である上田市が、
日本テレビの開催したお祭りで汐留を１日占拠！
細田守監督と母袋市長の開会宣言の後、レタスの無料配布と物産
展が行われ、かわいらしい上田城甲

かっ

冑
ちゅう

隊の子ども十勇士隊が大
人気でした。
そして、夕方には監督のトークショーに信州上田真田陣太鼓
の大迫力の演奏。さらに、やぐらを取り囲んでの上田わっしょ
いの踊りには、映画に出てくる「アバター」姿で上田染谷丘高
校と上田西高校の生徒も参加。
その模様はテレビ中継され、
会場は大いに盛り上がり
ました。
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第14回
信州爆水RUN in 依田川
８月９日

第32 回
丸子ドドンコ
８月１日

第25回
真田まつり
８月１日

花市
８月12日
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第51回
上田七夕まつり
夏のフードサミット
８月６～８日

第28回
武石夏祭り
８月12・14・15日
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　10月から始まる新生上田市発足３周年
記念事業、「2009信州上田幸村まつり」の
PRを兼ねたプレイベントを開催します。
最近の戦国ブームの中、真田幸村の人気
は絶大なものです。その幸村の武勇を上
田市民が知る機会にするとともに、秋の
大型連休に上田城を訪れる観光客に上田
市ならではの「おもてなし」でお迎えしま
す。
期　日  ９月21日（月・祝）
場　所  上田城跡公園、上田市観光会館
内容／時間  
・信州真田鉄砲隊による模擬射撃in上田城
（予定）／午前11時～11時30分
・上田城甲

かっ

冑
ちゅう

隊による甲冑試着体験と上田
城・真田氏の歴史紹介／午前10時～午後
４時
・上田市のおもてなしの心!「元祖!シャッ
ターマン」による記念撮影／午前10時～
午後４時
・幸村フェア（上田市観光会館売店）＆初秋
農産物味覚フェア in 観光会館／午前10時
～午後４時

　 観光課　TEL23・5408

　「日本のダボス」と呼ばれる菅平高原のある旧真田町とスイ
ス連邦ダボス町は、1976年に姉妹都市提携を結び、新上田市
でも2006年に新たな提携の調印を行いました。両都市は双方
の地に記念塔を建設したり、子どもたちがお互いの町を訪問
するなど盛んな交流をしています。
　７月25日、5,000人超のランナーが集う世界最大級のトレ
イルラン（山岳路をランニングするスポーツ）レース「アルパ
インダボスマラソン」がダボス町で開催されました。この大

会には、昨年９月の「第１
回菅平スカイライントレ
イルランレース」での上位
入賞者が招待され、男子
42㎞レースで松本大さん
が準優勝、女子78㎞レー
スでは間瀬ちがやさんが
８位に入賞しました。

　招待は、両開催地が姉妹都市であることから実現したもの
で、大会期間中には、姉妹レース調印式を行ったほか、上田
を紹介する特設ブース、上田城甲冑隊の甲冑を身に着けた武
将が登場するなど、様々なアトラクションもありました。ダ
ボス町のハンツ・ピーター・ミシェル町長は「日本とスイス
は遠いので交流は難しいが、このレースが新たなきっかけと
なり、更なる交流を積極的に行いたい」と話しました。
　９月26日㈯・27日㈰に開催される「第２回菅平スカイライ
ントレイルランレース＆アウトドアミーティング」には、「ア
ルパインダボスマラソン」の優勝者を含む10人の選手団も出
場を予定しており、国際交流を深める場としても期待されま
す。菅平高原を一周するコースから初心者向けのコースまで
あるこの大会へ、市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
　詳細は、お問い合わせください。

2009信州上田幸村まつりプレイベント

姉妹都市スイス連邦ダボス町と
トレイルランレースで国際交流

真田幸村
出陣まつり

　菅平スカイライントレイルランレース実行委員会事務局
　　（菅平高原国際リゾートセンター内）　TEL74・2003 �



　真田氏ゆかりの地・上田を一緒に歩きませんか。
　日本ウオーキング協会の「オールジャパンウオーキング
カップ長野県認定大会」、「関東・甲信越マーチングリーグ公
式大会」、「国際・日本市民スポーツ連盟認定大会」、「美しい
日本の歩きたくなる道500選公式大会（Ⓐ真田幸隆コースが該
当）」に認定された大会です。
開催日時とコース  
・10月24日㈯午前９時スタート（８時受付開始）
　Ⓐ真田幸隆コース「真田三代発祥の里をめぐる」（約20㎞）
　Ⓑ真田昌幸コース「上田城と城下町寺社をめぐる」（約10㎞）
　Ⓒ真田大助コース「歴史情緒溢

あふ

れる城下町をめぐる」（約４㎞）
・10月25日㈰ 午前８時30分スタート（７時30分受付開始）
　Ⓓ真田氏ゆかりの海野コース
　　「真田氏氏神　白鳥神社と海野宿をめぐる」（約30㎞）
　Ⓔ真田幸村コース「戦国体感！第二次上田合戦の地をめぐる」
　　（約11㎞）
スタート・ゴール場所

　Ⓐコース／真田地域自治センター
　Ⓑ～Ⓔコース／上田城跡駐車場
参加資格  
　ウオーキングマナーを守ることができる方ならどなたでも
参加費 （上田市民割引価格）
　一般1,000円（１日のみ参加でも２日間でも同額）
　小中学生以下無料
申込方法  
　①事前申し込み　10月９日㈰までに、真田幸村ロマンウオーク
実行委員会、丸子・真田・武石地域自治センターなどの窓口へ。

　②当日受け付け　出発会場で受け付けます。
　真田幸村ロマンウオーク実行委員会事務局（ 観光課内）

　　TEL23・5408

〜
真
田
三
代
の
地
を
め
ぐ
る
〜

第
８
回

真
田
幸
村
ロ
マ
ン
ウ
オ
ー
ク

参
加
者
を
募
集

　草原本来の植生が失われつつある美ヶ
原高原在来植生の復元を図るため、シナ
ノザサなどを刈り取る参加・体験型のイ
ベントを行います。大勢の皆さんの参加
をお願いします。
期　日  
　９月23日（水・祝）小雨決行、荒天中止
集合場所／時間  
　市役所本庁舎、丸子・真田・武石地域自
治センター集合（バスで送迎）。集合時間
などは後日詳細を通知します。
作業場所

　美ヶ原自然保護センター周辺
作業時間

　午前10時10分～午後０時20分
募集人員

　上田市民200名
持ち物

　弁当、飲み物、雨具、敷物、防寒着。昼
食時に豚汁の振舞いがありますので、お
わん、はしを持参してください（軍手、
手鎌などは主催者側で用意）。
申し込み

　９月15日㈫までに参加者の住所、氏名、
電話番号、集合場所などを、電話で事務
局へ。
　美ヶ原高原自然再生事業実行委員会
　　事務局（ 観光課内）　TEL23・5408

“美ヶ原高原を
ふたたびお花畑に”
ササ刈りボランティアを
募集します
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く
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情
INFORMATIONPICK UP

　パソコンで制作した自慢のグラフィックスやマルチメディア作品
を募集します。奮ってご応募ください。

作品募集
デジタルアートグランプリ2009

作品テーマ 　未来（みらい）
募集対象  一般クラス、中学生・高校生クラス、小学生クラス
募集部門  静止画部門（静止グラフィック作品）
 動画部門（アニメーションなどのビデオ作品及びインタラク

ティブ性を持ったマルチメディア作品）
応募規定

・応募数　１部門につき一人１点
・応募作品　応募時に他のコンテストにおいて受賞歴のない作品。
 Windows環境で表示・動作できる作品（静止画、動画、

HTML、ディレクタープロジェクター、プログラムなど）。
動画部門は、ビデオテープも可。動作に必要条件がある場合
（プラグインなど）は、応募用紙に併記してください。

・作品時間　動画部門／10分以内、インタラクティブ作品／おおむね10
分以内で再生できるもの（音声だけの作品は受け付けませ
ん）。

・作品の著作権　作者に属しますが、コンテストの結果発表や広報・宣伝
などの活動で複製・利用できるものとします。

・著作権処理等　作品内で使用するキャラクター、デザイン、音楽などは、
すべて著作権処理や使用条件などをクリアしておいてく
ださい（盗作、無断使用などは不可）。

募集締切  10月31日㈯ 必着
 電子メールは、31日㈯24：00の受信分まで有効。
応募方法  マルチメディア情報センターのホームページにある応募書式に

必要事項を記入し、作品と共に送付または添付してください。
本ホームページをご覧になれない方は、事務局までお問い合わ
せください。

表彰内容  グランプリには、賞金30万円を贈るほか、各クラスの部門ご
とに優秀賞、入選、その他各賞を贈ります。

結果発表  12月１日㈫にコンテストホームページと各メディアで発表
　デジタルアートグランプリ2009実行委員会事務局
　　（〒386-1211　下之郷812-1　上田市マルチメディア情報センター内）
　　TEL39・1000　　http://www.umic.jp/2009/contest/index.html

中学・高校生クラス　動画部門 優
秀賞 「笑うかどには福きたる。」 
鹿島萌々子

萩見の茶会
武石の秋を感じながら

　ともしび博物館庭園の秋の七草「萩
はぎ
」を観賞しながら、

屋外に設けた茶席でゆっくりとお茶をお楽しみください。
茶券は無料で受け付けでお渡しします。皆さんお誘い合
わせてお出かけください。

日　時  ９月６日㈰午前10時～午後３時
場　所  武石ともしび博物館
入館料  一般400円、小中学生200円
　武石ともしび博物館　TEL85・2474

小学生クラス　動画部門 優秀賞 
「おかし作り」 ハッピー

小学生クラス　静止画部門 知事賞 
「パンプキン」 間宮明佳

小学生クラス　静止画部門 教育委
員会賞 「変な顔をしたお地蔵様」 
ギラティナ

デジタルアートグランプリ2008
市内在住の受賞者の作品（敬称略）
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NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ

パパママフェスタ in うえだ2009
わがまち魅力アップ応援事業

　お産や子育てにやさしいまちを目指し、有志で集まった上田のパパとママたちが、昨年に引
き続いて今年もフェスタを開催します。子育て中のお父さんお母さん、おじいちゃんやおばあ
ちゃん、そしてこれからパパやママになる皆さん、ぜひ遊びに来てください。

日　時  ９月23日（水・祝）午前10時～午後３時
場　所  丸子文化会館
イベント内容

・講演会　バースコーディネーター・大葉ナナコ氏に
よる「誕生学」をテーマにしたお話。

　　　　　／午前10時30分～正午
・パパ対談　NPO法人ファザーリングジャパン代表・

　安藤哲也氏、侍学園理事長・長岡秀貴氏  
　による対談。

　　　　　　／午後１時～３時
　その他、助産師による相談コーナー、食の広場、カ
フェ、写真展示、手作り品販売、各種ワークショッ
プ、フリーマーケット、整体、タリーズコーヒーに
よるコーヒーの入れ方講座、木製おもちゃ作り教室、
フラワーアレンジメント教室、おもちゃ修理（壊れ
たおもちゃ持参）など。
参加費  無料（一部有料）
　パパママフェスタ実行委員会事務局（桐島）
　　TEL24・4140

出場ピアニストを募集
第17回セレス・ピアノ・リレーコンサート

　「第17回セレス・ピアノ・リレーコンサート」への出場ピアニストを募集します。丸子文化会
館セレスホールのピアノ「オーストリア・ベーゼンドルファー290インペリアル」をピアノ愛好
者の皆さんに弾いていただく演奏会です。

日　時  10月25日㈰
・１部／午前９時30分～11時30分
・２部／午後１時～３時
・３部／午後３時～５時
場　所  丸子文化会館セレスホール
演奏方法  ピアノ独奏、ピアノ連弾、ピアノと

他の楽器との合奏などピアノを使用
した演奏。

演奏時間  一人10分以内（時間厳守）
参加費  500円（演奏記念CD作成代、郵送代）
受付期間  ９月５日㈯～10月４日㈰（各部とも

予定定員に達し次第締め切り）
申し込み  本人または保護者の方が所定の申込

書に記入して丸子文化会館窓口へ。
　丸子文化会館　TEL42・0001��
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を
贈
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ま
す

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
敬
老
の
意
を
表

し
、
長
寿
を
祝
福
す
る
敬
老
祝
金
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贈
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し
ま
す
。

●
対
象

・
88
歳（
大
正
10
年
４
月
１
日
〜
大
正
11

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
／

１
万
円

・
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歳
以
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明
治
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３
月
31
日
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前

に
生
ま
れ
た
方
）
／
３
万
円

※
い
ず
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も
、
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成
21
年
９
月
１
日
現
在

で
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

●
お
渡
し
方
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各
地
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民
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児
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委

員
ま
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セ
ン
タ
ー
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じ
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９
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し
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必
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あ
り
ま
せ
ん
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高
齢
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１

国
保
の
保
険
証
が
更
新
に

　

上
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
の

保
険
証
が
９
月
30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ

る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
保
険
証
を
９
月
中
旬
以
降
、
簡
易
書
留

で
郵
送
し
ま
す
。

  

な
お
、
今
回
の
郵
送
分
か
ら
見
本
の
写

真
の
よ
う
に
圧
着
式
の
封
書
で
国
保
加
入

者
３
人
分
の
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

３
人
以
上
国
保
加
入
者
が
い
る
世
帯
に

は
、
封
書
が
２
通
以
上
届
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
１
枚
ず
つ「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」を
同
封
し
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）は
、
先
発
医
薬
品
と
同
じ
成
分
・
効

能
を
持
つ
薬
で
、
低
価
格
の
た
め
、
薬
代

の
負
担
が
軽
減
で
き
ま
す
。
診
察
の
際
に

提
示
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
を
医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
に
伝
え

や
す
く
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。
必
要

に
応
じ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

　
　

開封前、開封後の見本

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

　

上
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
、
農
地
転
用
許
可
地
の
状

況
や
荒
廃
農
地
な
ど
、
農
地
利
用
状
況
及

び
無
断
転
用
の
防
止
の
た
め
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
た
め
、
農
業
委
員
が
転
用
地
や

農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
５
４
６
６

平
成
21
年
度

優
良
建
設
工
事
表
彰

　

平
成
20
年
度
に
し
ゅ
ん
工
し
た
、
上
田

市
発
注
の
請
負
金
額
が
５
０
０
万
円
以
上

か
つ
市
内
に
本
社
の
あ
る
業
者
が
施
工
し

た
工
事
１
８
０
件
の
中
か
ら
、
工
事
成
績

評
定
点
85
点
以
上
、
お
よ
び
特
に
優
良
建

設
工
事
と
し
て
工
事
担
当
課
長
か
ら
推
薦

さ
れ
た
７
件
に
つ
い
て
、
優
良
建
設
工
事

審
査
委
員
会
で
審
査
の
う
え
７
件
を
選
定

し
、
そ
の
工
事
を
施
工
し
た
建
設
業
者
並

び
に
現
場
代
理
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
７
社
は
次
の
と
お
り
で
す

（
順
不
同
）。

●
受
賞　

㈱
高
樹
、
㈱
栗
木
組
、
北
澤
土

建
㈱
、
ミ
ヤ
ガ
ミ
建
設
㈱
、
㈲
丸
藤
商

会
、
東
信
土
建
㈱
、
浅
間
設
備
㈱

　

工
事
検
査
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
２
１
）

　

８月10日、市役所本庁舎６階大会議室での受賞式

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

開
館
日
・
休
館
日

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
９
月
20

日
㈰
〜
23
日
㈬
の
連
休
中
開
館
し
ま
す
。

今
月
の
表
紙

　８月５日、千曲川の河畔を彩る
上田の夏の風物詩・第22回信州上
田大花火大会が開催されました。
景気低迷の影響を受け、各地で花
火大会が中止や規模縮小に追い込
まれる中、地域企業の元気を集結
した花火大会の開催に、多くの観
衆が河川敷に詰め掛けました。
　開催とほぼ同時に雨がやみ、
次々と夏の夜空を彩る色鮮やかな
スターマインに拍手や歓声が上
がっていました。
　「来年も見に来ようね」。再び降
り出した雨の中、家路を急ぐ人々
からそんな声が聞こえてきました。

第22回信州上田大花火大会
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ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
15
日
㈫
〜
17
日
㈭
と
翌
週

の
24
日
㈭
・
25
日
㈮
は
、
定
休
日
と
振
替

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン
制
度

拡
充
の
ご
案
内

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
・
短
大
・

大
学
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
や
外
国
の

学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
、
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
い

つ
で
も
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。な
お
、

８
月
３
日
か
ら
融
資
額
が
引
き
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

●
利
率　

年
２
・
５
％（
６
月
15
日
現
在
）

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
03
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

一
人
で
悩
ま
な
い
で

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
、
多
重
債

務
者
無
料
相
談
会（
予
約
制
）を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
14
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
上

田
合
同
庁
舎
６
階
）

●
予
約　

事
前
に
電
話
で
上
田
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
。

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
８
５
１
７

動
物
慰
霊
の
会

　

動
物
慰
霊
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
25
日
㈮
午
後
４
時
〜

●
場
所　

大
星
斎
場

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部
・
上

小
飼
犬
管
理
対
策
協
議
会
事
務
局

（
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

　
　

TEL
25
・
７
１
５
３

催
し

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会

　

最
近
増
え
て
い
る
う
つ
病
な
ど
の
心
の

病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
、
心
掛
け
た
い

こ
と
や
家
族
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら

よ
い
か
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
29
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時

40
分（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

武
石
公
民
館
ホ
ー
ル

●
演
題　
「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
は
今
、
元

気
で
す
か
〜
う
つ
病
と
自
殺
を
防
ぐ
た

め
に
〜（
仮
）」

●
講
師　

吉よ
し

田だ

朋と
も

孝た
か

氏（
滝
澤
病
院
院
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
方

●
定
員　

１
５
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
、
ま
た
は
武
石
健
康
福

祉
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

ふ
れ
あ
い
夢
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
９

　

上
智
大
学
吹
奏
楽
団
Ｓ
Ｍ
Ｂ（
ソ
フ
ィ

ア
・
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ン
ド
）の
皆
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
９
日
㈬
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

●
場
所　

真
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
演
奏
曲　

セ
ン
チ
ュ
リ
ア（
Ｊ
・
ス
ウ
ェ

ア
リ
ン
ジ
ェ
ン
作
曲
）、デ
ィ
ー
プ
パ
ー

プ
ル
メ
ド
レ
ー
、
ユ
ー
ロ
ビ
ー
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
な
ど

●
入
場
料　

無
料

　

真
田
公
民
館　

TEL
72
・
２
６
５
５

お知らせ

主要地方道長野上田線
車道舗装工事による通行規制
　上田市天神三丁目土地区画整理事業に関連し、主要地方道長野上田線の
車道舗装工事ため通行規制を行います。周辺道路への迂

う
回などにご協力を

お願いします。
●規制期間
・片側交互通行規制／９月４日㈮～ 11日㈮のうち４日間程度（日曜日を除
く）

・車線幅員減少通行規制／９月１日㈫～ 15日㈫のうち片側交互通行規制
以外の日（日曜日を除く）

●規制時間　午前９時～午後５時
●場所　天神２丁目交差点～上田橋北交差点
　戸田建設㈱上田市天神三丁目土地区画整理事業基盤整備工事作業所
　　TEL29･8630

上田城跡公園

JT上田工場跡地

市役所

R144
至小諸

至長野
長野新幹線

上田橋上田橋 千曲川千曲川

規制箇所規制箇所

至青木至青木

しなの鉄道

天神2丁目交差点天神2丁目交差点

上田橋北上田橋北

上田駅

��
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男
女
が
つ
く
る

い
き
い
き
上
田

　

み
ん
な
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て「
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
男み
ん
な女

が
つ
く
る
い
き
い
き
上
田
〜
」を
開
催
し

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

午
前
の
部
、午
後
の
部
の
み
の
参
加
も
可
。

展
示
、
手
話
通
訳
、
昼
食
販
売
も
あ
り
ま

す
。

●
日
時　

９
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

・
午
前
の
部（
10
時
30
分
〜
）／
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
交
流
会

・
午
後
の
部（
１
時
30
分
〜
）／
清
川
輝
基

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

代
表
理
事
・
さ
く
ら
国
際
高
等
学
校
名

誉
校
長
・
長
野
県
男
女
共
同
参
画
審
議

会
長
）に
よ
る
講
演
会

●
参
加
費　

無
料

●
託
児　

９
月
17
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
人

権
男
女
共
同
参
画
課
へ
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

歌
謡
シ
ョ
ー

　

井
出
五
男
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い（
入
館
料
必
要
）。

●
日
時　

９
月
16
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館　

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

蚕
都
上
田
ま
ち
あ
る
き

飯
沼
・
丸
子
地
区

　

幕
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、養
蚕
、

製
糸
、そ
し
て
生
糸
商
を
中
心
と
し
て「
蚕

都
上
田
」の
一
翼
を
担
っ
た
丸
子
地
区（
郷

倉
・
カ
ネ
タ
煙
突
・
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
ほ
か
）

を
歩
き
、
往
年
の
生な
り

業わ
い

や
暮
ら
し
ぶ
り
な

ど
に
つ
い
て
訪
ね
ま
す
。

●
日
時　

９
月
19
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

２
時
30
分（
上
田
駅
温
泉
口
集
合
、
地

区
間
の
移
動
は
貸
切
り
バ
ス
を
利
用
）

●
場
所　

丸
子
地
区

●
解
説　

阿
部
勇
氏（
元
長
野
県
立
歴
史

館
課
長
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も
50

円
●
持
ち
物　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
飲

み
物
、
昼
食

●
申
し
込
み　

９
月
16
日
㈬
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
実
行
委

員
会
事
務
局
へ
。

　

蚕
都
上
田
90
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局（
学
生
地
域
く
ら
し
創

り
考
房
こ
み
っ
と
内
）

　
　

TEL
／
FAX
38
・
７
７
７
１

年
輪
年
代
測
定
か
ら
見
た

上
田
地
域
の
仏
教
建
造
物

●
日
時　

９
月
26
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

30
分（
予
定
）

●
場
所　

上
田
図
書
館
大
会
議
室

●
内
容　

講
演
①「
年
輪
は
歴
史
の
か
た

り
べ
」光み
つ

谷た
に

拓た
く

実み

氏（
前
奈
良
文
化
財
研

究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
代
学
研

究
室
長
）、
講
演
②「
上
小
地
方
古
建
築

の
年
輪
年
代
測
定
」加
藤
修し
ゅ
う

治じ

氏（
文
化

財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
／
前
平
城
京

大
極
殿
復
元
工
事
総
括
責
任
者
）

●
参
加
費　

無
料

　

仏
教
文
化
研
究
会（
櫻
井
）

　
　

TEL
36
・
３
４
３
６

ぶ
ど
う
収
穫
体
験

参
加
者
募
集

　

広
大
な
ぶ
ど
う
畑
で
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

の
収
穫
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
昼
食
と
ワ

イ
ン
１
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
１
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

丸
子
地
域
塩
川
陣
場
ぶ
ど
う
畑

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
持
ち
物　

摘て
っ
か果
ハ
サ
ミ（
貸
し
出
し
あ

り
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

お知らせ

五加橋の架け替え工事に伴い
10月上旬から通行規制が行われます

　五加地区の一級河川・産川に架かる五加橋（県道塩田仁古田線）
架け替え工事に伴い、県道の通行規制、並びに交差する市道の通
行止めを実施します。
　通行の際は、現場の誘導員または案内看板などに従い、安全な
通行にご協力をお願いします。
●規制時期　10月上旬～平成22年12月
●規制の内容　県道塩田仁古田線五加橋は仮橋により片側交互通

行（４t以上の車両通行止め）。五加橋に交差する
市道は、県道との交差点手前で通行止めとなりま
す。

　上田建設事務所整備課　TEL25･7168

主
要
地
方
道
上
田
丸
子
線生島足島

神社

中塩田
小学校

中塩田駅
上田電鉄別所線

県道塩田仁古田線

五加橋五加橋
産川産川

県
道
鹿
教
湯
別
所
上
田
線

県
道
鹿
教
湯
別
所
上
田
線

小 中塩田中塩田舞田舞田

下之郷下之郷
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tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

で
丸
子
産
業
観
光
課
へ
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
42
・
１
０
３
７

木
曽
義
仲
史
跡
探
訪

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

平
家
追
討
の
た
め
、
木
曽
義
仲
が
挙
兵

し
た
と
さ
れ
る
丸
子
地
域
の
義
仲
史
跡
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
約
３
㎞
）探
訪
す
る
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
12
日（
月
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合
、
午
後
１
時
着
予
定

●
集
合
場
所　

丸
子
総
合
体
育
館（
発
着

場
所
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

必
ず
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
40
名

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
丸
子
地
域
振
興
課
へ
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
１
１

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

塩
川
お
は
な
し
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

大
型
絵
本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

９
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館　

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

講
座
・
教
室

子
育
て
応
援
講
座

「
キ
ャ
ラ
弁
を
作
ろ
う
」

　

今
、
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
作
り

に
挑
戦
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館
料
理
実
習
室

●
講
師　

目
黒
正
子
氏（
料
理
研
究
家
）

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

６
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

９
月
８
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ（
託

児
あ
り
）。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

＜広告欄＞

お知らせ

新しい農業委員さんです
　農業振興・農地に関することは、地元の農業委員
さんへご相談ください。
●農業委員会委員
　（任期／７月20日～平成24年７月19日。敬称略）

地区 氏名 地区 氏名

上　田
大田垣　清彦

丸　子

草間　政幸
清水　一郎 齋藤　統康
矢島　隆男 高藤　良男

神　科

佐藤　邦夫 依田　紀久枝
土屋　伊旦

丸子北

出浦　東洋雄
邑田　庄治 鷹野　忠司
中曽根　敬子 滝沢　信幸

豊　殿
柴崎　義和 中山　昭董
箱山　敏明 吉池　袈裟保
中村　節子

真　田

伊藤　忠治

川　辺

上野　洋一 大塚　巻雄
手塚　勝実 桜井　昭雄
中村　光次 高寺　政一
中村　　力 橋詰　信幸

川　西
小林　軍治 半田　紀吉
鈴木　誠一 樋口　　清
西澤　道夫 清水　俊治

塩　田

荒井　今朝雄

武　石

池内　文男
奥谷　和雄 大平　将人
窪田　伊佐雄 小林　　功
黒澤　宣夫 児玉　将男
小林　　達
小林　憲和
前島　五男
曲尾　善徳
芳坂　栄一

　農業委員会事務局　TEL23･5466
　　丸子地域事務所　　TEL42･1037
　　真田地域事務所　　TEL72･4330
　　武石地域事務所　　TEL85･2828

��
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連
続
講
座「
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

歴
史
も
の
が
た
り
」

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
開
館
５
周
年

記
念
と
し
て
、
戦
国
時
代
の
上
田
地
域
を

舞
台
と
し
た
連
続
講
座
を
企
画
し
ま
し

た
。
上
田
市
誌
作
成
以
後
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
、
新
し
い
歴
史
の
世
界
を
紹

介
し
ま
す
。

●
期
日
／
演
題　

①
10
月
17
日
㈯「
幸
隆

か
幸
綱
か
」、
②
11
月
21
日
㈯「
武
田
氏

時
代
の
上
田
地
方
の
武
将―
上
田
原
合

戦
を
含
め
て―

」、
③
12
月
19
日
㈯「
上

田
城
築
城
の
開
始
と
真
田
・
徳
川
・
上

杉
」、
④
１
月
16
日
㈯「
真
田
時
代
の
地

域
の
人
々―

秋
和
村
百
姓
の
訴
状―

」

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
定
員　

30
名

●
講
師　

①
〜
③
寺
島
隆
史
氏（
前
上
田

市
立
博
物
館
館
長
）、
④
尾
崎
行
也
氏

（
上
田
社
会
教
育
大
学
講
師
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
18
日
㈮
か
ら
電
話
で

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

上
田
演
劇
塾
リ
レ
ー
朗
読

　

小
学
生
か
ら
70
代
ま
で
の
13
人
で
、

ポ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
著「
種
を
ま

く
人
」を
読
ん
で
い
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
演
劇
塾

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

レ
ッ
ツ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座

適
正
体
重
を
め
ざ
そ
う

　

身
長
と
体
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
目
安

「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」は
、
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）÷

身
長（
ｍ
）で
求
め
ら
れ
ま
す
。
値
は
22
が

最
適
値
で
病
気
に
か
か
り
に
く
い
体
型
、

25
以
上
は
肥
満
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

身
の
値
を
確
か
め
て
、
適
正
体
重
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
程　

①
講
座
前
後
の
体
力
測
定（
必

須
）
／
10
月
13
日
㈫
、
平
成
22
年
１
月

26
日
㈫
の
午
後
７
時
〜
。
②
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム（
有
酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
／
10
月
20
日
〜
平
成
22
年
１

月
19
日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜

８
時
。
③
期
間
中
に
栄
養
講
座

●
場
所　

①
②
ア
ク
ト
ス
上
田
、
③
上
田

地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
ま
た
は
、
腹
囲

男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
で
、

30
・
40
歳
代
の
上
田
市
民
の
方

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
１
日
㈫
〜
16
日
㈬
に

電
話
で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
後
期
）教
室

●
日
時　

10
月
12
日
〜
平
成
22
年
３
月
15

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
７
時
〜

９
時（
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生

を
除
く
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
教
室
初
日
に

徴
収
）

●
申
し
込
み　

９
月
７
日
㈪
〜
10
月
２
日

㈮
に
直
接
、
体
育
課
窓
口
ま
た
は
上
田

城
跡
公
園
体
育
館
、
自
然
運
動
公
園
体

育
館
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武

石
各
地
域
教
育
事
務
所
体
育
担
当
へ
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

＜広告欄＞

お知らせ

定額給付金の申請は
16日㈬まで

　定額給付金の申請受付期
限は、９月16日㈬です。申
請手続きをお忘れなく。
　 定額給付金事務局
　　TEL22･4100
　　（内線1885）
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

＜広告欄＞

催し

国際交流イベントに参加しよう

◇国際交流フェスティバル2009 in Maruko
　国際理解、国際交流を深めることを目的としたお祭りです。日本文化・体験交流、食のコーナー、母国・国際交流団
体のブース、バザー、特設ステージでの歌や踊り、演奏などを予定しています。皆さんのご来場をお待ちしています。
●日時　９月20日㈰午前９時30分～午後３時
●場所　丸子文化会館
●入場料　無料
　国際交流フェスティバル2009 in Maruko実行委員会事務局（ 社会教育課内）　TEL42･3147

◇国際交流フェスティバル2009 in 市民の森
　外国籍市民との相互理解・交流を深める祭典「国際交流フェスティバル2009 in 市民の森」を開催します。上田市には
53か国、約5,000人の外国籍市民が暮らしています。多くの外国籍市民と一緒にイベントに参加し、多文化共生社会を
肌で感じましょう。
●日時　10月18日㈰午前９時30分～午後４時ごろ
●場所　市民の森公園体育館
●内容　スポーツ・レクリエーションゲーム交流会、昼食会、
　　　　世界のパフォーマンス・ダンス（発表＆体験）
●定員　先着200名程度
●参加費　無料
●持ち物　体育館用シューズ、ごみ袋、運動ができる服装
●交通手段　当日は市内各地を巡回する送迎バスが出ます。
●申し込み　10月２日㈮までに電話で上田市国際交流協議会事務局へ。
　上田市国際交流協議会事務局（ 秘書課内）　TEL22･3435

◇第11回ブラジル田舎祭りIN上田
　～希望・団結・努力・達成～
　ブラジルの伝統的な田舎のお祭りを上田で開催。子どもたちのかわい
い発表や、ブラジル料理など楽しい企画を用意しています。ブラジルの
文化を知りに、ぜひ会場までお越しください。
●日時　９月13日㈰午前10時～午後５時
●場所　上田城跡公園やぐら下芝生広場
●入場料　無料
　ブラジル田舎祭りIN上田実行委員会事務局（堀之内）
　　TEL090･4054･2446
　　 市民課　TEL22･4100（内線1356）

��
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＜広告欄＞

テ
キ
ス
タ
イ
ル
技
術
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

　

日
本
の
織
物（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
）か
ら
生

ま
れ
る
独
自
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
、
織
物
産
地
の
技
術
の
継

承
、
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
日
時　

９
月
29
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂

●
講
師　

梶か
じ

原は
ら

加
奈
子
氏（
テ
キ
ス
タ
イ

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
宮
本
英え
い

治じ

氏（
み
や

し
ん
㈱
代
表
取
締
役
）ほ
か

●
対
象　

学
生
、
若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、

繊
維
関
係
者
、
一
般
市
民

●
定
員　

先
着
２
０
０
名 

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
14
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
信
州
大
学
繊
維
学
部
へ
。

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

信
州
大
学
繊
維
学
部（
岩
波
）

　
　

TEL
21
・
５
３
１
３　

高
速
道
路
交
通
安
全
講
習
会

　

ビ
デ
オ
講
習
や
高
速
道
路
の
管
制
室
の

見
学
な
ど
を
行
っ
た
後
、
屋
外
で
発
炎
筒

や
車
両
の
死
角
、
車
両
の
点
検
要
領
、
非

常
電
話
の
か
け
方
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

な
お
、
運
転
免
許
更
新
の
た
め
の
講
習
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

９
月
30
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

30
分（
天
候
・
道
路
状
況
に
よ
り
中
止

の
場
合
あ
り
）

●
場
所　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
長
野
管
理

事
務
所（
長
野
市
松
代
町
）。
上
田
市
の

バ
ス
で
無
料
送
迎
あ
り
。

●
対
象　

65
歳
以
上
で
普
通
運
転
免
許
の

あ
る
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
４
日
㈮
〜
16
日
㈬
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）に
電
話
、
ま
た
は
直
接
生
活

環
境
課
窓
口
へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

第
41
回
長
野
病
院

市
民
公
開
講
座

●
日
時　

９
月
19
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

お
し
っ
こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
講
座

　

お
母
さ
ん
の
手
で
や
さ
し
く
マ
ッ
サ
ー

ジ
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
30
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館
和
室

●
講
師　

村
松
純
子
氏（
す
ま
い
る
助
産

院
助
産
師
）

●
定
員　

15
組（
生
後
１
〜
６
か
月
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
）

●
受
講
料　

１
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館（
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

　
　
　ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

　

９
月
の
テ
ー
マ
は「
カ
イ
ゼ
ン
の
基
本

で
あ
る
５
Ｓ
を
知
る
〜
カ
イ
ゼ
ン
の
着
眼

点
を
５
Ｓ
で
見
つ
け
る
〜
」で
す
。

●
日
時　

９
月
11
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
対
象　

中
小
規
模
事
業
所
、
個
人
事
業

者
、
起
業
者
、
従
業
員
、
個
人　

●
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

��



KINDERGARTEN　INTRODUCTION

＜広告欄＞

　武石保育園は、昭和32年に中央保育
園として旧武石村に設置された後、平成
10年に権現保育園と統合され、地域に
一つの保育園となりました。西に美ヶ原
高原、東に1,000ｍ級の山々が連なり、
周囲には田畑が広がり、園庭の桜や余里
の花桃、清流武石川など、昔話に出てき
そうな自然豊かな景色に囲まれていま
す。
　子どもたちは地域の方とのかかわりが
多く、デイサービス「やすらぎ」とのふれ
あい交流、高齢者クラブの方には、十

とお

日
かん

夜
や

で使う「わらでっぽう」など地域に伝わ
る物づくりを習い、「生活改善グループ」
の方には野菜作りを教わり、「いろりば
たの会」の方には、絵本の読み聞かせを
していただいています。これらの活動は

20年以上も続けられてきており、子ど
もたちにとって楽しい時間となっていま
す。
　大好きな散歩で、武石公園や武石川へ
行ったときに見つけた「武

ぶ

石
せき

」（黄鉄鉱）の
石は、子どもたちにとって宝物の一つと
なっています。また、夏祭りでは武石の
神社の神秘的な雰囲気からいろいろと想
像を膨らませ、みこしを作ります。縁日
ごっこや踊りも夏祭りの大切な思い出で
す。

　子どもたちは、「ま
た明日も友だちと一緒
に遊びたい」と保育園
が楽しくて大好き。武
石の豊かな自然と文化
や人とのかかわりの中
で、はぐくまれ、支え
られ元気にのびのびと
成長し、たくましくや
さしい「たけしっこ」に
育っています。

地域の中で支えられ育つ
「たけしっこ」

武石保育園

お宝夏祭り「わっしょい、
わっしょい、おみこしだ」

武石川での「金ぶせき探し」

募
集

看
護
・
防
衛
大
・

防
衛
医
科
大
学
生
の
募
集

●
募
集
枠　

①
看
護
学
生
／
自
衛
隊
中
央
病
院
高
等
看

護
学
院（
３
年
）。
看
護
師
の
国
家
資
格

取
得
者
は
、
全
国
の
自
衛
隊
病
院
や
衛

生
部
隊
に
勤
務
。

②
防
衛
大
学
校
学
生
／
陸
・
海
・
空
幹
部

自
衛
官
を
養
成
す
る
学
校
で
修
学
年
限

４
年
を
経
て
、
卒
業
後
各
幹
部
候
補
生

学
校（
１
年
）で
幹
部
に
。

③
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
／
陸
・
海
・
空

幹
部
自
衛
官
の
医
師
を
養
成
す
る
学
校

（
６
年
）を
卒
業
後
に
、
各
幹
部
候
補
生

学
校（
６
週
）で
学
び
、
か
つ
医
師
国
家

試
験
合
格
者
は
幹
部
に
。

●
資
格　

①
高
卒（
見
込
み
含
む
）以
上
24

歳
未
満
の
方
、
②
③
高
卒（
見
込
み
含

む
）以
上
21
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

９
月
７
日
㈪
〜
10
月
２
日

㈮
。
試
験
日
程
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

��
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＜広告欄＞

上
田
の
農
産
物
を
使
用
し
た

加
工
品
を
出
品
し
ま
せ
ん
か

　

10
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯
に
上
田
城
跡
公

園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る「
上
田
地
域
産

業
展
」に
、
上
田
の
農
産
物
を
使
用
し
た

加
工
品
の
出
品
を
希
望
す
る
方
の
募
集
を

し
ま
す
。
上
田
の
特
産
品
を
広
く
紹
介
す

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
で
試

供
品
を
提
供
で
き
る
方

●
申
し
込
み　

９
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬
に

電
話
で
事
務
局
へ
。

　

上
田
地
産
地
消
推
進
会
議
事
務
局

　
　
（

農
政
課
内
）　

TEL
23
・
５
１
２
２

平
成
22
年
度
上
田
市

文
化
支
援
事
業
を
募
集

　

上
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画

開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
観
劇
、
展
覧
会

な
ど
の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
採
択
さ
れ

る
と
、
経
費
の
一
部
助
成
や
周
知
の
協
力

な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
対
象
事
業　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
23

年
３
月
31
日
の
間
に
市
内
で
開
催
予
定

の
も
の
で
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
を
招
い
て
行
う
鑑
賞
事
業
。

●
応
募
方
法　

文
化
振
興
課
、
丸
子
・
真

田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
に
あ
る
所

定
の
応
募
用
紙
で（
郵
送
可
）。

●
応
募
締
切　

９
月
30
日
㈬
必
着

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

講座・教室

うえだ４大学リレー講座2009
「上田発☆未来学科」で一緒に学びませんか
　未来学科は、上田市と市内４大学が連携し、「地域に開かれた学科」と
して大学を会場に、今年度から新たに開催する講座です。大学の最先端
の学びを、私たちの生活に密着した内容でわかりやすく伝えます。
　４回受講した方には修了証を発行します。
①10月７日㈬午後１時～３時／上田女子短期大学
　（30分のキャンパスツアー含む）
　「体とことばのコミュニケーション」
　島崎あかね専任講師・佐藤厚准教授
　レクリエーションの手法による、新たなコミュニケーション能力を開
発しましょう。

②10月24日㈯午前10時30分～正午／信州大学繊維学部
　「未来の繊維～スパイダーシルク～」
　中垣雅雄応用生物学系教授
　クモの糸を蚕に作らせようという研究が進んでいます。未来の繊維技
術に関する知識を学びましょう。

③11月８日㈰午後２時～３時30分／長野大学
　「森の生態系サービスの活用を学ぶ」
　高橋一秋環境ツーリズム学部准教授
　森の生態系サービスの活用を通じて、地域社会の持続的発展と協働の
あり方を学びましょう。

④11月16日㈪午後２時～４時／長野県工科短期大学校
　「未来のエネルギー～太陽光発電と太陽熱利用の基礎～」
　大澤清一校長
　気候変動とエネルギー問題への理解を深め、太陽エネルギーの基礎と
利用例を学びましょう。
●定員　50名（先着順）
●受講料　無料
●申し込み　10月２日㈮までに電話または、参加申込書を郵送、FAX、

Ｅメールで生涯学習課へ（３歳～小学校低学年の託児あり・
要予約）。

　 生涯学習課　（〒386-0025　天神2-4-55）
　　TEL23･6370　FAX23･6368　Ｅメール：shogaku@city.ueda.nagano.jp

��



＜広告欄＞

　

昨
年
６
月
に
、
銅
製
御み

正し
ょ
う

体た
い

が
市
指
定
文
化
財
に
指
定
。
平
成
17

年
に
は
、
円い
っ
つ
あ座
と
い
う
わ
ら
で
作
ら
れ
た
奉
納
品
が
市
の
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
。
い
ず
れ
も
、
真
田
町
傍
陽
の
三
島
神
社
に
保
存
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

三
島
神
社
は「
三み

嶌し
ま

宮ぐ
う

」と
呼
ば
れ
、
養
蚕
の
神
様
と
し
て
霊
験
あ

ら
た
か
と
評
価
が
高
く
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
は
大
勢
の
参さ
ん

詣け
い

者し
ゃ

で
に
ぎ
わ
い
、
隣
の
集
落
ま
で
列
が
で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

氏
子
総
代
の
堀
内
信
孝
さ
ん（
写
真
左
）は
、「
天
明
８
年
、
今
か
ら

２
４
０
年
ほ
ど
前
に
再
建
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

御
正
体
の
ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
の
銭
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
」。

御
正
体
は
、
鏡
に
仏
像（
十
一
面
観
音
）が
浮
き
彫
り
に
表
さ
れ
て

い
て
、
平
安

時
代
後
期
の

も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
信

濃
国
分
寺
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
神
社
の
境
内
に
は
そ

の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
指
定
か
ら
価
値
が
地
元
の
人
た
ち
に
も
再
認
識
さ
れ
、

三
島
平
自
治
会
で
は
同
神
社
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
活
性
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
、
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
や
参
道
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
の
半
田
拓
夫
さ
ん（
写
真
右
）は
、「
整
備
を
し
て
か
ら
、

見
に
来
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
20
人
ほ
ど
の
団
体
が
バ
ス
で
来
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
の
指
定
か
ら
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、

訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

歴史遺産を活
い

かしたふれあいの里 三島平自治会

三島神社の整備は当初、自治会
の単独事業としてスタートし、
平成20年度には屋根の葺き替
えや参道のコンクリート舗装な
どの大がかりな工事が行われま
した。そして今年度、わがまち
魅力アップ応援事業の自治会を
対象とした個性あるふるさとづ
くり応援事業の採択を受け、回
遊する歩道に丸太を並べた緩や
かな階段状のスロープを設ける
など、神社周辺の整備が行われ
ています。平成25年度までの
５年間の事業期間の中では、遺
跡の調査なども計画され、新た
な歴史遺産の発見も期待されて
います。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

半は
ん

田だ

拓た
く

夫お

さ
ん　
　

堀ほ
り

内う
ち

信の
ぶ

孝た
か

さ
ん

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または株式会社日広（TEL24･1211）へ。��



四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　８月４日に真田公民館で、市が推進する「も
のづくり教育推進事業」の一環として「夏休み
自然エネルギー教室」が小学４～６年生を対
象に開催されました。講師の国立長野高専の
渡辺誠一先生から、家庭の電気のことや発電
所の種類や仕組みの話を聞いた後、モーター
とペットボトルなどを使って風力発電機を
作ってみました。
　羽根を厚紙で花型や菱

ひし

形など自由な形に作
り、発電機を扇風機に当てて電圧を測ると
様々な結果に。「羽根は大き過ぎるとぶれる
ので、小さめがいいですよ」と先生のアドバ
イス。そして、「大体この風力発電機が10台
ぐらいあって、やっと乾電池１個分だね」と
先生の言葉を聞いた子どもたちは「え～！そ
れだけ～！」と驚きの声を上げていました。
　先生は子どもたちに「風力発電は電気をた
くさん作ることが難しいです。でもたくさん
集まれば家庭で使えるだけの電気も作れま
す。皆さんも理科・科学に興味を持って、風
力発電を超える発電方法を発明してほしいで
すね」と話していました。

身
近
に
あ
る
科
学
に
興
味
を
持
っ
て

発
電
機
を
作
っ
て
み
た
よ

武石児童館の建設工事がスタート

来年４月の開館を目指し着工
　

念
願
の
施
設
で
あ
る
児
童
館
の
建
設
開
始
を
祝
う

よ
う
な
青
空
の
下
、
武
石
児
童
館
の
安
全
祈
願
祭
・

起
工
式
が
８
月
４
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全

祈
願
祭
・
起
工
式
に
は
、
母
袋
市
長
、
丸
山
市
議
会

議
長
、
地
元
市
議
会
議
員
な
ど
関
係
者
約
40
名
が
出

席
し
、
く
わ
入
れ
な
ど
を
行
い
、
工
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

児
童
館
が
建
設
さ
れ
る
の
は
、
武
石
小
学
校
に
隣

接
し
て
い
る
旧
Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
選
果
場
跡
地
。
木
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
木
造
平
屋
建
て
で
、
子
ど
も

た
ち
が
無
料
で
利
用
で
き
る
遊
戯
室
、
学
習
・
集
会
・

創
作
な
ど
多
用
途
に
使
え
る
多
目
的
室
、
調
理
室
、

子
育
て
支
援
室
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
学
童
ク
ラ
ブ

室
も
設
け
ら
れ
、
現
在
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で

留
守
家
庭
の
小
学

生
を
有
料
で
預

か
っ
て
い
る
学
童

ク
ラ
ブ
も
移
転
し

ま
す
。

　

武
石
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
心
身
の
成
長

を
願
う
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
思
い

が
詰
ま
っ
て
い
る

武
石
児
童
館
は
、

来
年
４
月
に
開
館

予
定
で
す
。

��



四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　
「
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
い
思

い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
」と
、
丸

子
公
民
館
主
催
の
親
子
夏
休
み

ひ
び
き
合
い
教
室「
依
田
川
探
検

教
室
」が
８
月
８
日
、
中
丸
子
の

依
田
川
橋
東
側
右
岸
河
川
敷
で

開
か
れ
ま
し
た
。
親
子
ら
8
人

が
参
加
し「
川
に
ど
ん
な
生
物
が

住
ん
で
い
る
の
か
」探
し
、
ヘ
ビ

ト
ン
ボ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
カ
ゲ
ロ

ウ
な
ど
の
幼
虫
を
熱
心
に
採
取

し
、
親
子
水
入
ら
ず
で
夏
の
依

田
川
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
丸
子
北
中
学
校
コ
ス

モ
ス
大
学「
依
田
川
探
検
自
然
公

園
造
り
学
科
」の
生
徒
27
名
も
、

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間（
３
回
開
催
）に
、
こ
の
場
所
で
水
生
生

物
観
察
や
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
両
教
室
の
講
師
で
あ
る
成
澤
啓
輔
さ
ん（
せ
せ
ら
ぎ
サ
イ
エ
ン

ス
指
導
者
）は
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
長
年
、
依
田
川
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
が
川
と
親
し
む
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。昨
年
は
、竹
の
枠
組
み
に
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー

ブ
を
取
り
付
け
た
手
作
り
の
イ
カ
ダ
で
渓
流
下
り
も
行
い
大
変
な
人

気
で
し
た
。

　第51回長野県消防ポンプ操法大会並びに
第18回同ラッパ吹奏大会が８月２日、須坂
市を会場に開催され、上田市消防団第16分
団がポンプ車操法の部で、丸子第３分団が
小型ポンプ操法の部でそれぞれ優勝を飾り
ました。
　この大会は、市町村予選を勝ち抜き、県
下13消防協会の各大会で１位になった地区
代表が長野県№１の座を目指し、日ごろの
訓練成果を競うもの。上田市消防団は、７
月に開かれた上小大会でポンプ操法の２部
門、ラッパ吹奏の団体・個人の部の全部門
で優勝。模範演技で出場した女性団員の軽
可搬操法を合わせ、上小代表として本大会
のすべての部門に出場を果たし、ポンプ操
法の２部門制覇に加え、チーム出場したラッ
パも３位という好成績を収めました。
　大会後、上田市内で報告会と優勝パレー
ドが行われ、和田道明団長は「このような
誇らしい成績が残せたのは、団員一人ひと
りの士気の高さと地域の皆さんの応援のお
かげです。今後も団員一同さらに研

けん

鑽
さん

をし、
この素晴らしい上田市にふさわしい消防団
となるようがんばります」と話していまし
た。

依田川で水生生物観察

夏に川の魅力を満喫

上
田
市
消
防
団
が
県
大
会
で
ダ
ブ
ル
優
勝

そ
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

��
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人口：160,021人  男：78,282人  女：81,739人  世帯数：62,025戸　外国人登録者数：4,935人  男：2,318人  女：2,617人

人の動き （平成21年８月１日現在）

入場無料・国内最大級の音楽イベントのほか、様々なワー
クショップも取り入れた野外フリーフェスティバル「U

ウ エ ダ

EDA 
J
ジョイント

OINT」。今年も７月31日から８月２日までの３日間、上
田城跡公園芝生広場の特設ステージには、国内外で活躍す
るミュージシャンら50組以上のグループが出演。場内に
絶えず流れる音楽に、体でリズムをとりながら、多くの人
が心地よい空間を思い思いに楽しんでいました。年々認知
度が高まり、リピーターが多いのもこのイベントの特徴で
す。

UEDA JOINT 2009
提供／UEDA JOINT実行委員会

し
き
お
り
お
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広
報
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